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【研究の背景・目的】 
多くの植物は自家不和合性という性質を有し、自殖

(近親交配)を回避して種の遺伝的多様性を維持してい
る。この自他識別は、S 遺伝子座のハプロタイプ（S1, 
S2,---, Sn）にコードされた 2 種類の認識因子（花粉因
子と雌ずい因子）の相互作用を介して行われている。
我々は、アブラナ科およびナス科植物を対象に分子機
構解明を進め、植物が「自己認識」と「非自己認識」
という根本的に異なる自他識別機構を進化させてき
たことを明らかにした（図１）。 

 
アブラナ科植物では、花粉因子および雌ずい因子

がリガンド様蛋白質（SP11）と受容体キナーゼ
（SRK）であり、同一 S ハプロタイプ由来の両者が
特異的に相互作用することで「自己」を認識し、雌
ずい細胞内に不和合反応を誘起して自己花粉を拒絶
していることが示されてきた。 
一方、ナス科植物では、雌ずい因子は RNA 分解酵

素（S-RNase）であり、自己花粉の RNA を特異的に
分解する「細胞毒」として機能するが、花粉因子の
F-box 蛋白質群（SLFs）が「非自己」S-RNase を分
担して無毒化することで非自己の花粉を特異的に受
容していることが示されてきた。 

本研究では、こうした発見により浮上した新たな
未解決課題の中から、1)多数の分子の中から自己およ
び非自己特異的な認識を可能とする認識因子の蛋白
質構造上の分子基盤解明、2)自他認識から花粉拒絶あ
るいは受容に至るまでの分子機構解明、3)多様な自他
識別機構を生み出してきた植物自家不和合性の進化
経緯の解明、の 3 つの課題を取り上げ、研究期間内
での解明を目指す。 

 

【研究の方法】 

1) 自己および非自己認識機構の蛋白質構造化学的

解明では、これまでに成功していない認識因子 SRK, 
S-RNase, SLFs の異種細胞での発現系の確立が鍵

を握る。2) 自他認識から花粉拒絶あるいは受容に至

るまでの分子機構解明では、アブラナ科植物におい

ては雌ずい細胞内の Ca2+の挙動解析、ナス科植物に

おいては花粉管内での S-RNase の挙動解析が中心

となる。3）自家不和合性の進化過程の解明では、

複数の植物種における S遺伝子座の構造の比較解析

が中心的手法となる。 
 

【期待される成果と意義】 
本研究により、自家不和合性における自他識別の

仕組みが蛋白質構造レベルで明らかとなり、自己・
非自己の識別という生物の根幹を成す基本的仕組み
の理解が深化すると期待できる。また、F-box 蛋白
質、受容体キナーゼは植物の 2 大ファミリー蛋白質
であり、これらを介した情報感知・伝達機構の一端
が明らかとなり、植物の様々な生命現象の理解に貢
献することが期待できる。さらに、多様な自家不和
合性の進化過程を解析することで、変動する環境を
生き抜いてきた植物の生存戦略を理解し、環境保全
等に向けた基盤情報を提供することができる。さら
に、本研究における自家不和合性の基礎的理解は、
汎用性のある F1種子生産法の確立など農業・育種上
の技術開発に生かされる可能性が期待できる。 
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【研究期間と研究経費】 
 平成 28 年度－32 年度 140,800 千円 
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